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「パワーアシストスーツ」    
背中に機器を背負った様子は、「大リーグ養成ギプス」か
はたまた「ゴジラ」か。その正体は「介護する人を力持ちに
するパワーアシストスーツ」だ。介護現場の重労働をサポ
ートするために開発された装着型のロボッで、人の動きを
やさしく安全にサポートする。現在は実用化をめざし研究
が重ねられているが、リハビリの歩行補助や空港や建設
現場、工場、さらに農作業などさまざまな場面での活躍が
期待されている。
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